
このお約束は、みんなが思いやりの気持ちで、幸せに暮らせる「あま市」にするために作られました。

あま市の

言葉は、みんなと仲良くなるための魔法

です。でも、使い方を間違えると相手を

悲しませてしまいます。だから、みんな

で「言葉の大切さ」をもう一度考えて、

思いやりのあるまちにしましょう。

【はじめに】（前文）
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相手のことを考える：

元気になる言葉を使う：

「これを言ったら、相手はどう思

うかな？」と、思いやりの心を

持ってお話ししましょう。

　　「ありがとう」や「頑張れ！」

など、言った人も言われた人

も、心がポカポカする言葉を

使いましょう。

3. 大切な２つの心がけ（第３条）

あま市は、みんなが言葉の大切さを知ることがで

きるように、いろいろな工夫をします。

自分から言葉の大切さを学んで、あま市が進める

活動に協力しましょう。

お家は「愛情と思いやりの心」を育てる場所です。

家族で仲良く、思いやりの心でお話ししましょう。

学校は「みんなと仲良くする」ことを学ぶ場所で

す。言葉について考えましょう。

お仕事をする場所でも、お互いに信じ合って働け

るように、言葉を大切にしましょう。

4. あま市の役目（第 4条）

5. あなたの役目（第 5条） 

6. お家の役目（第 6条）

7. 学校の役目（第 7条）

8. お店や会社の役目（第 8条）

あま市に住む人や、先生、お家

の人、お仕事をしている人、み

んなで協力して「思いやりの言

葉」があふれる明るいまちを作

るのが目標です。

1. このお約束の目的（第１条）

市民：あま市に住んでいる人、学校に行っている

人、お仕事に来ている人。

家庭：お家の人。

学校： 学校や幼稚園、保育園の先生たち。

事業者：お店や会社で働いている人。

2.「みんな」ってだれのこと？（第２条）

このお約束は、2026 年（令和 8年）1月 1日からスタートしました。

いつから始まるの？
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みんなが、思いやりのある言葉を使い、お互いを大切にできるまちにしていきましょう。
そのための大事な「お約束」を決めました。

あま市　市民生活部　人権推進課

条例の詳細は市HPへ
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あま市言葉の大切さについての理解を推進し
市民が思いやりの心を持ち幸せになる

社会の実現を目指す条例
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